
 

 

 

【3】クイックガイド 

デジタルレコーダー専用 

遠隔管理ソフトウェア 

RASplus 

 

 

このたびは、デジタルレコーダーをお買い上げいただき、誠にありがとうございました。 

本書は、遠隔地にあるデジタルレコーダーにネットワーク経由でアクセスしてライブ映像を監視したりする遠隔管理ソフト

ウェア（RASplus）の基本的な使い方などについて、解説するクイックガイドです。 

詳しい使用方法などについては、RASplus 取扱説明書をご参照ください。 

RASplus 取扱説明書は、以下の Web からダウンロードしてご利用ください。 

     http://www.selco.ne.jp/download/soft.html 

 

本書と取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

 

   本ソフトウェアは以下の OS、パソコンでご利用頂けます。 

OS Microsoft® Windows® XP （32 bit） 

Microsoft® Windows® Vista （32 bit） 

Microsoft® Windows® 7 （32 bit）、(64 bit) 

CPU Intel Pentium IV （Celeron） 2.4GHz 以上 

RAM 512MB 以上 

VGA Video RAM 8MB 以上 （1024x768、24bpp 以上） 

 

 

 

 

【製品に関するお問い合わせ先】 

 

セルコ株式会社 カスタマサポート室 

E-mail：support@selco.ne.jp 

TEL：075-501-0070（代表） FAX：075-592-4275 

〒607-8326 

京都市山科区川田御出町 14 番地 3 

TEL：075-501-0070（代表） FAX：075-592-4275 

AT-436B-88 
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★インストール 

RASplus ソフトをインストールしてください。 

 １）インターネットにつながっている Windows パソコンをご使用の場合、以下の弊社 Web に最新のソフトウェアがアップさ

れていないか確認し、アップされている場合、最新版をダウンロードしてインストールしてください。 

   http://www.selco.ne.jp/download/soft.html 

    RASplus（遠隔監視ソフトウェア） 

CD 内の RASplus ソフトのバージョンは、CD 紙ケースの右下に”RASplus:x.x.x”と記載されています。 

   ネットワークにつながっていない場合は、添付の CD を使ってインストールしてください。 

２）ダウンロードした Zip ファイルを解凍するか付属のインストール CD を Windows パソコンにセットします。 

３）解凍してできる、もしくは RASplus_x.x.x フォルダ内の”setup.exe を実行します。（x.x.x は 3 ケタの数字） 

 ４）インストール画面が表示されますので、画面のメッセージに従って、インストールしてください。 

   インストール中に表示される主な画面を以下に示します。 

(1) インストーラを起動すると、最初に右図の画面が表示されます。 

インストール先と RASplus の使用者を指定します。 

 

・インストール先 

→特に問題なければデフォルトのままとしてください。 

  ・RASplus の使用者 

→特に問題なければデフォルトの“Everyone”としてください。 

   ・“Everyone”（このパソコンを使用するすべてのユーザー） 

・“Just me”（現在ログインしているユーザーのみ） 

 

 

(2) ”Welcome to the RASplus Setup Wizard”画面が表示されたら、

[Next>]ボタンをクリックします。 

(3) ”Confirm Installation”画面が表示されたら、[Next>]ボタンをクリ

ックします。 

 

(4) 右図の”Automatically run RASplus while I log on to Window”

画面が表示されたら、用途に応じてチェックを入れ、[Next>]ボタン

をクリックします。 

  ・Windows の起動と同時に RASplus を起動させる場合 

→チェックを入れる 

  ・Windows の起動と同時に RASplus を起動させない場合 

   →チェックを入れない 

    （特に問題なければ、”チェックを入れない”をお薦めします） 

 

(5) 右図の”Language Option…”画面が表示されたら、言語オプショ

ンと言語を選んで、 [OK]ボタンをクリックします。 

・“Select language when starting RASplus 

→RASplus を起動するたびに言語を選択する  

・“Always start RASplus using the language below” 

→常に選択した言語で起動する 

 このオプションを選択すると、言語が指定できます。 

 

特に問題なければ、“Always start RASplus using the language 

below”と Japanese（日本語）の組合せをお薦めします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【参考】 

Always start RASplus using the language below”（常に選択した言語で起動する）にて一度設定した言語を変

更するには、RASplus を起動して、メニューバーから[システム]―[設定]―[システム 2]タブを選択し、表示される

画面上の”次の実行時に言語再設定”オプションにチェックを入れると、次回の起動時に”Language Option…”

画面が表示されます。 

http://www.selco.ne.jp/download/soft.html
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(6) RASplus のインストールが完了すると、引き続き”MSXML”のイン

ストールを行うために、右図の MSXML インストール画面が表示さ

れます。 

Install MSXML がチェックされていることを確認して、[Finish]ボタ

ンをクリックします。 

 
 

(7) 右図の”Welcome to the MSXML4.0 SP2 Parser and SDK 

Setup Wizard”画面が表示されたら、[Next>]ボタンをクリックしま

す。 

 

 

(8) お使いのパソコンの環境によっては、License Agreement 画面が

表示されます。表示されたら、”I accept the terms in the License 

Agreement”（同意）を選択し、[Next>]ボタンをクリックします。 

(9) ユーザー名、組織名の登録画面が表示されたら、“User Name”（ユ

ーザー名）と“Organization”（組織）欄にユーザー情報を入力して、

“Next”（次へ）ボタンをクリックします。 

 

(10) 右図のインストール画面が表示されたら、“Install Now”（インス

トールする）を選択してインストールをスタートします。 

 

 もし、”Modify”、”Repair”、”Remove”の３つが表示された場合、 

” Repair”を選んでください。 
 

(11) 右図の画面が表示されたら、“Finish”（完了）ボタンをクリック

して MSXML のインストールを完了します。 

 

(12) 右図の”Installation Complete”画面が表示されたら、“Close”（閉

じる）ボタンをクリックして RASplus のインストールを終了します。 

 



4 

 

★ソフトの起動・終了、メイン画面概要 
１．起動・終了 

１）｛スタート｝→｛すべてのプログラム｝→｛RASplus｝→｛RASplus｝を選択して、起動します。 

２）｛ファイル｝→｛閉じる｝を選択して、終了します。 

 

２．メイン画面概要 

 RASplus を起動すると以下のような画面が表示されます。 

 主な画面構成を以下に示します。 

ｃ  

 

 

 
 

 

 

 

② 

④  

⑤ 

①  

③ 

タイトルバー 

 （及びタイトル） 

メニューバー 

ツールバー 

①【遠隔サイト】   遠隔サイトリストと各支店のカメラ情報の表示 

②【マップパネル】   Map Editor を使って予め作成したマップのリスト、あるいは、 

 マップが表示される。マップ上のカメラをクリックするとその 

カメラへ接続する。 

③【緊急イベント表示・監視イベント表示・レポート表示の各パネル】   

それぞれ、緊急イベント、ウォッチモードで発生したイベント、 

遠隔サイトの情報を表示する。 

④【サーチ表示パネル】  遠隔サイトの保存画像に対してサーチ（検索）と表示を行う。 

⑤【状態表示パネル】  遠隔サイトの状態情報をリアルタイムに表示する。状態情報とは 

イベント、アラーム出力、システム検査結果など。 

 

～ 

① 

⑤ 

→「パネル」 

と呼ぶ 

スクリーン 
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★遠隔サイトの登録 
 遠隔管理するデジタルレコーダーを登録してください。 

登録時の説明に使用するシステム構成例を以下に示します。 

 

 

ネットワークの形態により、同一ネットワーク内のデジタルレコーダーに接続する場合とインターネットを経由して遠隔

地にあるデジタルレコーダーに接続する場合がありますが、登録は同じ画面を使って行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）離れた支店などにあるデジタルレコーダーの登録方法を以下に示します。 

(1) RASplus を起動し、メニューバーより[システム]-[設定]

をクリックします。 

 

 

 

(2) “設定”画面内の[遠隔サイト]タブをクリックして、”遠隔サ

イト”画面を表示し、“追加”ボタンをクリックします。 

   

 

【本社構内：固定 IP アドレス接続】 【大阪支社：固定IPアドレス接続】 

【福岡支社：DVRNS サーバー経由接続 

【参考】 

・IP アドレスを指定して RASplus を使ってアクセスする場合、固定 IP アドレスをお使い頂くことをお薦めします。 

  DHCP モードの場合、停電などが発生した時に IP アドレスが変わり、設定が変わる可能性があります。 

・インターネット経由で IP アドレスを指定してアクセスする場合、グローバル IP アドレスが必要です。 

  ⇒グローバル IP アドレスについては弊社にて NTT コミュニケーションズの OCN 光アクセス IP1 などの取次

ぎができますので営業担当までご相談ください。 

  ⇒外部から RASplus でデジタルレコーダーに接続できるように、DVR 側ルーターの所定のポート転送設定をし

ておく必要があります。 

・IP アドレスの割り振りやポート転送設定などは、お客様拠点のネットワーク管理者にご相談ください。 
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(3) 右図の「新しい支店の追加」画面が表示されるので、必要

な情報を入力して登録してください。 

①「デバイス」は DVR を選択します。 

②「支店名」は識別しやすい名称を入力します。 

③「IP アドレス」（DVR の IP アドレス）もしくは DVR

ネーム*を入力します。 

（*DVRNS 使用をチェックすると DVR ネームに変わる） 

④「カメラ数」（DVR のチャンネル数）を選択します。 

⑤DVRNS サーバーを使用するときには、DVRNS 使用に

チェックを入れます。それ以外はチェックを入れません。 

⑥ログイン設定の DVR の「使用者 ID」と「パスワード」

を入力します。（デジタルレコーダーに登録必要） 

 

    

 

 

 システム構成例の 3 台のデジタルレコーダーを登録する各入力データ例を下表に示します。 

DVR 場所 接続形態 IP アドレス（DVR ネーム*） 支店名 備考 

本社構内 同一 LAN 内 192.168.0.129   （*1） HeadOffice_1  

大阪支社内 インターネット経由 192.168.254.201  （*2） Osaka_1  

福岡支社内 インターネット経由 Fukuoka_1     （*3）  Fukuoka_1  

                                   （*1）: DVR の固定（プラベート）IP アドレス 

                                        （*2）: ルータの WAN 側固定（グローバル）IP アドレス 

                                        （*3）: DVR ネーム欄に登録した名前 

 

(4) 登録が完了したら「遠隔サイトパネル」内の表示したいデ

ジタルデコーダーのアイコンを“スクリーン”にドラッグし

て「ウォッチ画面」を選択します。正常に登録できていれ

ばアクセスしたデジタルレコーダーに接続されたカメラ

のライブ映像が表示されます。（7 ページ参照） 

 

 

 

 

【参考】 

「支店名」は任意の文字列を最高 32 文字まで入力す

ることができます。デジタルレコーダー側にはこの情

報は登録されません。 

【注意】 

・「使用者 ID」、「パスワード」は、事前にアクセスす

るデジタルレコーダーに登録しておく必要がありま

す。（DVR ネームを使用する場合は、DVR ネームも

デジタルレコーダーに登録してください） 

HeadOffice_1 
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★ライブ映像監視 
１）RASplus を起動後、「遠隔サイトパネル」内の表示したい

したいデジタルデコーダー（またはカメラ）のアイコンをスク

リーンへドラッグして「ウォッチ画面」を選択します。 

以下のようなアクセスしたデジタルレコーダーに接続されて

いるカメラのライブ映像を表示します。 

各カメラ映像画面の左下にライブ映像画面であることを示す 

アイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

２）1 つのカメラチャンネルの映像を一画面表示にする 

  (1)表示したいカメラの映像を選択した状態でマウスをダブルクリックすると、選択したカメラの映像を一画面表示できます。 

(2)一画面表示状態で、再度、マウスをダブルクリックすると、元の分割表示画面に戻ります。 

   メニューバーのアイコンを使って表示を切り替えることもできます。 

 

 

 

全画面表示に切り替えます。 

元に戻すのは、マウス右ボタ

ンメニューで「全体画面終了」

を選びます。 

表示画面モードを切替える 

HeadOffice_1 
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★録画映像の再生・検索・保存 
１）RASplus を起動後、「遠隔サイトパネル」内の表示したいしたいデジタルデコーダー（またはカメラ）のアイコンをスク 

リーンへドラッグして「サーチ画面」を選択します。 

以下のようなアクセスしたデジタルレコーダーに接続されているカメラの録画映像を表示します。 

   各カメラ映像画面の左下に再生・検索画面であることを示す  アイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【操作】 

①別の操作に移るときには、常に「停止」ボタンを押してから行ないます。 

 ②移動したい時刻付近をマウスでクリックするか、赤色の時刻表示カーソルをマウスでつかんで移動するかして時刻を指定しま 

す。任意の日時を指定して再生したい時は、「GOTO」ボタンを押して日時と時刻を指定して再生します。 

 ③イベントサーチは「イベント検索」ボタンを選択して行ないます。 

④録画映像の保存（バックアップ）：録画映像をファイルに保存できます。保存形式ウィンドウの「セルフプレーヤーで保存」を

クリックし、取り出したい映像の日付時刻などの保存条件を設定して「スタートボタン」をクリックします。ファイル名を入

力して「保存」ボタンをクリックすると映像ファイルの保存を開始します。 

※サーチビュー画面が表示されない場合は、このタブをクリックします。 

①「停止」 

②「イベント検索」 

③GOTO 

) 

【参考】 

・起動直後に映像が表示されるのは、表示直前に録画した最後のカメラ映像 1 台のみです。 

 ・最初に起動したときは、「サーチビュー」画面が自動的に表示されません。画面左下の「サーチビュー」タブを

クリックするか、メニューバーの「ビュー」―「サーチビューパネル」を選択すると表示されます。一度、表示

させると、次回からは前回の表示位置に表示されます。 

 

④動画保存 

 


